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論文内容要旨
 昌ヒ量
目凧
 医学研究が進み,治療も日進月歩しているが,いまだ多くの疾患は,慢性的な経過をたどって
 いる。近年,慢性疾患をかかえる患者で何らかの補完・代替医療を試みるものが増えてきており,
 代替医療への期待が高まっている。その中で鍼治療も徐々に注目されつつあり,さまざまな医学
 領域において研究がなされているが,その治療効果の評価にあたって十分な研究がなされている
 とはいえない状況である。そこで今回,緑内障の患者に対して,鍼治療の効果についての臨床研
 究を行った。
目的
 最善の治療がなされているが慢性的な状態にある緑内障患者に対して,鍼治療が何らかの有益
 な治療効果をもたらすか,眼圧,視力を中心に評価した。
方法
 東北大学医学部附属病院眼科,緑内障外来通院中で,少なくとも1年間十分な治療を受けてい
 るが,慢性的に経過している緑内障患者のうち,11名(年齢66.2±8.20(mean±SD)歳,男性
 5名,女性6名)が,この臨床研究に参加した。鍼治療は,週2同ずつ,連続5週間にわたって
 行い,そのうち週1回は,鍼治療15分前と鍼治療15分後に眼圧や視力等の検査を行った。そし
 て鍼治療終了後4週間後に同じ検査を施行し,経過観察を行った。客観的な検査は,眼圧
 (Goldmann圧平眼圧計),視力検査にて,主観的な検査は,目の痛み,頭痛,見にくさ,目の
 疲れ,体の疲労感,イライラ感,目の乾燥感,肩こり,耳鳴りの各自覚症状について質問紙を用
 いて行った。眼の痛み,頭痛に関しては0から!0までのvisualanalogscale(VAS)を用い
 て,その他の項目については(0:なし,1:少しある,2:ある,3:すごくある)の4段階
 にて評価した。統計学的分析は,他覚的検査は,第一週目鍼治療前の値を基準値として,治療開
 始後の値を百分率で比較し,自覚的検査は経過中少なくとも1回は症状があったものを抽出し,
 Friedman検定にて行った。有意差がでたものについて,治療後の値と第一週治療前値を
 Wilcoxon符号付き順位検定にて比較し,Bonferroniの不等式による修正を行い,有意差を検
 討した。
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結果
 鍼治療15分後,眼圧は各週とも低下し,第1,第2,第5週に有意差を認めた。裸眼視力と
 矯正視力も改善傾向を認めた。自覚症状は,目の痛み,頭痛,見にくさ,目の疲れ,目の乾燥感,
 肩こり,イライラ感,耳鳴りの各項目で改善傾向を認めた。長期的には,眼圧は週を経る毎に低
 下していき,鍼治療はある程度の持ち越し効果があると考えられた。裸眼視力も改善傾向にあり,
 第3週から第5週の鍼治療前値で有意差を認めた。矯正視力は裸眼視力に比べてあまり改善傾向
 が見られなかったが,第5週でのみ有意に改善を示した。また鍼治療終了4週間後のフォローアッ
 プでは,有意差は裸眼視力のみに認め,眼圧,矯正視力については認めなかった。自覚症状につ
 いては,鍼治療15分後に改善した項目において全般的に鍼治療3日後,効果が減弱する傾向に
 あったが,目の痛み,頭痛,見にくさ,目の疲れについては,鍼知慮を重ねるに従って徐々に改
 善した。
結論
 鍼治療は,従来の治療にて慢性的な状態にある緑内障に対して用いると,眼圧の低下などの改
 善が認められ,さらなる治療効果を期待しうる。しかしながら,1回の鍼治療後,数日たつと効
 果が減弱する傾向にあり,鍼治療の効果を持続させるには,鍼治療を定期的に続けることが望ま
 しいと思われる。
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 審査結果の要旨
 本研究者は,いわゆる代替医療,鍼治療が緑内障に対して何らかの有益な治療効果をもたらす
 か,客観的な指標により評価する事を試みている。
 方法:東北大学医学部附属病院眼科通院中の緑内障患者のうち,i1名(年令66.2±8.20(mean
 ±SD)才,男性5名,女性6名)が,この臨床研究に参加した。鍼治療は,週2同ずつ,連続
 5週間にわたって行い,そのうち週1回は,鍼治療15分前と鍼治療15分後に眼圧や視力等の検
 査を行った。そして鍼治療終了後4週間後に同じ検査を施行し,経過観察を行った。客観的な検
 査は,眼圧,視力検査を行い,主観的な検査は,目の痛み,頭痛,見にくさ,目の疲れ,体の疲
 労感,イライラ感,目の乾燥感,肩こり,耳鳴りについて質問紙を用いて行った。
 結果:鍼治療15分後,眼圧は各週とも低下し,第1,第2,第5週に有意差を認めた。裸眼視
 力と矯正視力も改善傾向を認めた。自覚症状は,目の痛み,頭痛,見にくさ,目の疲れ,目の乾
 燥感,肩こり,イライラ感,耳鳴りの各項目で改善傾向を認めた。長期的には,眼圧は週をかさ
 ねる毎に低下していき,鍼治療はある程度の持ち越し効果があると考えられた。裸眼視力も改善
 傾向にあり,第3週から第5週に有意差を認めた。矯正視力は裸眼視力に比べてあまり改善傾向
 が見られなかったが,第5週でのみ有意に改善を示した。また鍼治療終了4週間後のフォローアッ
 プでは,有意差は裸眼視力のみに認め,眼圧,矯正視力については認めなかった。自覚症状につ
 いては,鍼治療15分後にて改善した項目において,鍼治療3日後,全般的に効果が減弱する傾
 向にあったが,目の痛み,頭痛,見にくさ,目の疲れについては,鍼知慮を重ねるに従って徐々
 に改善した。
 新知見及び結論:鍼治療は,慢性的な状態にある緑内障に対して用いると,眼圧の低下,裸眼視
 力などの改善が認められ,さらなる治療効果が期待される事が判明した。しかしながら,1回の
 鍼治療後,数日たつと効果が減弱する傾向にあり,鍼治療の効果を持続させるには,鍼治療を定
 期的に続けることが望ましいと推定された。従来,眼疾患に対する鍼治療について,24時間以
 上,眼圧,視力検査などの客観的な検査について調べられた臨床研究はなく,今回の比較的長期
 的な臨床研究により,鍼治療の持ち越し効果の存在の可能性が示唆された。
 これらの知見は今後の代替医療の有用性につき示唆を与えるものでもあり,学位に相応する研
 究と考える。
 よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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